
(57)【要約】

【課題】本発明は携帯機器に関し、用紙ロール収納部を

覆う蓋の機構の設計の簡易化を図ることを課題とする。

【解決手段】蓋部材２０１の上面には、操作ノブ２０５

が設けてある。蓋部材２０１の下面には、同一部材であ

る左右のロックレバー２０６、２０７と、二段ギヤ２０

８とが組み込んである。二段ギヤ２０８は、第１のギヤ

部２０８ａと第２のギヤ部２０８ｂとを一体に有する構

成であり、蓋部材２０１上の軸部２０９に支持されてい

る。第１のギヤ部２０８ａのピッチ円２２１は半径がｒ

１である。第２のギヤ部２０８ｂのピッチ円２２２は、

半径ｒ１より長い半径ｒ２を有する。ロックレバー２０

６のラック２０６ａ及びロックレバー２０７のラック２

０７ａが第１のギヤ部２０８ａにかみ合っている。操作

ノブ２０５の下面のラック部２０５ａは、第２のギヤ部

２０８ｂとかみ合っている。第１のギヤ部２０８ａのピ

ッチ円半径ｒ１と第２のギヤ部２０８ｂのピッチ円半径

ｒ２との比率を変えることによって、操作ノブ２０５の

ロック解除までのストロークが自由に定まる。

【選択図】図１６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 携 帯 機 器 本 体 に 蓋 部 材 が 回 動 し て 開 閉 自 在 に 設 け て あ り 、
　 蓋 部 材 が 閉 じ た 状 態 で 両 側 に 突 き 出 て お り 携 帯 機 器 本 体 に 係 合 し て い る 左 右 の レ バ ー 部
材 と 、 一 つ の 操 作 部 材 と 、 こ の 操 作 部 材 を 操 作 す る こ と に よ っ て 左 右 の レ バ ー 部 材 を 中 央
側 に 移 動 さ せ る 連 動 機 構 と を 有 す る 携 帯 機 器 に お い て 、
　 上 記 連 動 機 構 は 、
　 左 右 の レ バ ー 部 材 が ラ ッ ク 部 を 有 し 、 且 つ 、 操 作 部 材 が ラ ッ ク 部 を 有 す る 構 成 で あ り 、
　 第 １ の 半 径 の ピ ッ チ 円 を 有 し 上 記 の ラ ッ ク 部 に か み 合 う 第 １ の ギ ヤ 部 と 、 該 第 １ の ギ ヤ
部 の 上 側 の 段 に あ り 、 第 １ の 半 径 よ り 長 い 第 ２ の 半 径 の ピ ッ チ 円 を 有 し 、 扇 形 状 で あ る 第
２ の ギ ヤ 部 と を 有 し 、 第 １ の ギ ヤ 部 を 上 記 左 右 の レ バ ー 部 材 の ラ ッ ク 部 と か み 合 わ さ れ て
、 第 ２ の ギ ヤ 部 を 上 記 操 作 部 材 の ラ ッ ク 部 と か み 合 わ さ れ て 、 上 記 蓋 部 材 に 回 動 可 能 に 支
持 さ れ て い る ギ ヤ を 備 え た 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 携 帯 機 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ （ Ａ ） は 従 来 の 携 帯 型 サ ー マ ル プ リ ン タ の バ ッ テ リ 収 容 部 蓋 機 構 １ を 示 す 。 こ の 蓋
機 構 １ は 、 回 動 中 心 軸 が プ リ ン タ 本 体 の 表 面 よ り 凹 ん だ 部 位 に 配 置 さ れ て い る 回 動 中 心 軸
内 蔵 型 の 構 成 で あ る 。 図 １ （ Ｂ ） は 閉 じ て い る 状 態 、 図 １ （ Ｃ ） は 開 か れ た 状 態 を 示 す 。
２ は 携 帯 型 サ ー マ ル プ リ ン タ 本 体 、 ３ は バ ッ テ リ 収 容 部 、 ４ は 蓋 部 材 、 ５ は 蓋 部 材 ４ の 軸
部 、 Bは バ ッ テ リ で あ る 。 プ リ ン タ 本 体 ２ の 側 面 ６ に は 、 そ の 表 面 ７ よ り 凹 ん だ 凹 み 部 分
８ に 、 軸 受 穴 ９ が 形 成 し て あ る 。 蓋 部 材 ４ は 、 そ の 軸 部 ５ を 軸 受 穴 ９ に 嵌 合 さ せ て 、 プ リ
ン タ 本 体 ２ に 取 り 付 け て あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 蓋 部 材 ４ は 、 軸 受 穴 ９ に 嵌 合 し て あ る 軸 部 ５ を 中 心 に 回 動 さ れ て 、 図 １ （ Ｃ ） に 示 す よ
う 開 か れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ２ （ Ａ ） は 従 来 の 携 帯 型 サ ー マ ル プ リ ン タ の 別 の バ ッ テ リ 収 容 部 蓋 機 構 ２ ０ を 示 す 。
こ の 蓋 機 構 ２ ０ は 、 回 動 中 心 軸 が プ リ ン タ 本 体 の 表 面 よ り 突 き 出 て い る 回 動 中 心 軸 突 き 出
し 型 の 構 成 で あ る 。 図 ２ （ Ｂ ） は 閉 じ て い る 状 態 、 図 ２ （ Ｃ ） は 開 か れ た 状 態 を 示 す 。 ２
１ は 携 帯 型 サ ー マ ル プ リ ン タ 本 体 、 ２ ２ は バ ッ テ リ 収 容 部 、 ２ ３ は 蓋 部 材 、 ２ ４ は 蓋 部 材
２ ３ の よ り 突 き 出 て い る 孔 付 き 腕 部 、 ２ ５ は 孔 で あ る 。 プ リ ン タ 本 体 ２ １ の 側 面 ２ ６ に は
、 そ の 表 面 ２ ７ よ り 突 き 出 し て 、 軸 受 部 ２ ８ が 形 成 し て あ る 。 蓋 部 材 ２ ３ は 、 軸 受 部 ２ ８
を 貫 通 し て 軸 受 部 ２ ８ に 支 持 さ れ て い る 軸 部 材 ２ ９ に 、 孔 ２ ５ を 嵌 合 さ せ て プ リ ン タ 本 体
２ １ に 取 り 付 け て あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 蓋 部 材 ２ ３ は 、 軸 部 材 ２ ９ を 中 心 に 回 動 さ れ て 、 図 ２ （ Ｃ ） に 示 す よ う 開 か れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ３ （ Ａ ） は 特 開 平 １ １ － １ ５ ７ １ ７ ０ 号 公 報 に 記 載 し て あ る 従 来 の 携 帯 型 サ ー マ ル プ
リ ン タ の ロ ー ル 紙 収 容 部 蓋 機 構 ４ ０ を 示 す 。 蓋 部 材 ４ ２ は 軸 ４ ３ に よ っ て 携 帯 型 サ ー マ ル
プ リ ン タ 本 体 ４ １ に 支 持 さ れ て い る 。 こ の 蓋 部 材 ４ ２ の 表 面 の 中 央 に は 操 作 ノ ブ ４ ４ が 設
け て あ る 。 蓋 部 材 ４ ２ の 裏 面 に は 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 操 作 ノ ブ ４ ４ と 一 体 の 開 閉
レ バ ー ４ ５ と 、 左 右 の ロ ッ ク レ バ ー ４ ６ ， ４ ７ と が 設 け て あ る 。 ロ ッ ク レ バ ー ４ ６ ， ４ ７
の 一 端 が プ リ ン タ 本 体 ４ １ の 側 板 の 内 側 の 凹 部 ４ ８ ， ４ ９ に 嵌 合 し て あ り 、 且 つ 、 ロ ッ ク
レ バ ー ４ ６ ， ４ ７ の 他 端 の ピ ン 部 ４ ６ ａ ， ４ ７ ａ が 開 閉 レ バ ー ４ ５ の カ ム 孔 ４ ５ ａ ， ４ ５
ｂ に 嵌 合 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 操 作 ノ ブ ４ ４ を Ｙ ２ 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る と 、 カ ム 孔 ４ ５ ａ ， ４ ５ ｂ が ピ ン 部 ４ ６ ａ ，
４ ７ ａ を 動 か し て 、 ロ ッ ク レ バ ー ４ ６ ， ４ ７ が 互 い に 近 づ く よ う に 動 か さ れ て 凹 部 ４ ８ ，
４ ９ か ら 抜 け 出 し て 、 蓋 部 材 ４ ２ の ロ ッ ク が 解 除 さ れ 、 蓋 部 材 ４ ２ が 二 点 鎖 線 で 示 す よ う
に 開 か れ る 。 カ ム 孔 ４ ５ ａ ， ４ ５ ｂ の 部 分 に は 、 摩 擦 を 低 減 し て 摺 動 を 良 く す る た め に グ
リ ス が 塗 っ て あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ５ ７ １ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ に 示 す 蓋 機 構 １ は 、 閉 じ て い る 状 態 に お け る 、 落 下 に 対 す る 堅 牢 性 が 高 く 、 デ ザ イ
ン 性 も 良 い 。 し か し 、 開 か れ て い る 状 態 で の 堅 牢 性 に 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 即 ち 、 蓋 部 材 ４ の 軸 部 ５ が プ リ ン タ 本 体 ２ の 側 面 ６ の 表 面 ７ よ り 凹 ん で 位 置 し て い る た
め 、 プ リ ン タ を 誤 っ て 床 に 落 と し た 場 合 に 衝 撃 が 軸 部 ５ に 直 接 に 加 わ る こ と が 避 け ら れ て
、 軸 部 ５ が 破 壊 す る こ と が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 蓋 部 材 ４ の 軸 部 ５ が プ リ ン タ 本 体 ２ の 側 面
６ か ら 出 っ 張 っ て い な い た め 、 プ リ ン タ は 良 い デ ザ イ ン で あ る 。 し か し 、 図 １ （ Ｃ ） に 示
す よ う に 、 蓋 部 材 ４ の 開 き 角 度 θ １ は １ ４ ０ 度 程 度 で あ り 、 蓋 部 材 ４ が 肩 部 １ ０ に 当 た っ
た 状 態 で 制 限 さ れ る も の で あ り 、 バ ッ テ リ の 交 換 を 行 っ て い る 途 中 で プ リ ン タ を 誤 っ て 床
に 落 と し た り し て 、 蓋 部 材 ４ に そ れ 以 上 に 開 け よ う と す る 力 Ｆ １ が 強 く 作 用 し た 場 合 に は
、 軸 部 ５ に は て こ の 原 理 で 更 に 強 い 力 が 発 生 し て 、 軸 部 ５ が 壊 れ て し ま う 虞 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ に 示 す 蓋 機 構 ２ ０ は 、 図 １ に 示 す 蓋 機 構 １ と は 逆 に 、 開 か れ て い る 状 態 で の 堅 牢 性
は 良 い け れ ど も 、 閉 じ て い る 状 態 に お け る 落 下 に 対 す る 堅 牢 性 及 び デ ザ イ ン 性 に 問 題 が あ
っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 即 ち 、 図 ２ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 蓋 部 材 ２ ３ の 開 き 角 度 θ ２ は １ ８ ０ 度 と な っ て 、 蓋 部
材 ２ ３ は プ リ ン タ 本 体 ２ １ の 側 面 ２ ６ に 当 た る 状 態 と さ れ 、 バ ッ テ リ の 交 換 を 行 っ て い る
途 中 で プ リ ン タ を 誤 っ て 床 に 落 と し た り し て 上 記 の 力 Ｆ １ が 作 用 さ れ た 場 合 で も 腕 部 ２ ４
に 力 は 発 生 せ ず 、 腕 部 ２ ４ が 壊 れ る 事 故 は 起 き な い 。 し か し 、 蓋 部 材 ２ ３ が 閉 じ た 状 態 で
腕 部 ２ ４ が プ リ ン タ 本 体 ２ １ の 側 面 ２ ６ か ら 外 側 に 出 て い る た め 、 プ リ ン タ を 誤 っ て 床 に
落 と し た 場 合 に 衝 撃 が 腕 部 ２ ４ に 直 接 に 加 わ る こ と が あ り 、 場 合 に よ っ て は 壊 れ て し ま う
虞 れ が あ っ た 。 蓋 部 材 ２ ３ が 閉 じ た 状 態 で 腕 部 ２ ４ が プ リ ン タ 本 体 ２ １ の 側 面 ２ ６ か ら 外
側 に 出 て い る た め 、 デ ザ イ ン 的 に も 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 図 ３ に 蓋 機 構 ４ ０ に お い て は 、 グ リ ス が 塗 っ て あ る た め 、 グ リ ス に ご み が 付 い た
こ と が 原 因 で 、 或 い は グ リ ス の 経 年 変 化 に よ っ て 、 操 作 が 重 く な っ て し ま っ た り す る 虞 れ
が あ っ た 。 グ リ ス が 染 み 出 す と 用 紙 に 影 響 を 与 え 、 用 紙 を 使 用 す る プ リ ン タ で は グ リ ス を
使 用 す る こ と は 好 ま し く な か っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 着 脱 式 の 蓋 部 材 を 使 用 す る 構 造 で は 、 蓋 部 材 を 紛 失 す る 虞 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 し た 携 帯 機 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 携 帯 機 器 本 体 に 蓋 部 材 が 回 動 し て 開 閉 自 在 に 設 け て あ り 、
　 蓋 部 材 が 閉 じ た 状 態 で 両 側 に 突 き 出 て お り 携 帯 機 器 本 体 に 係 合 し て い る 左 右 の レ バ ー 部
材 と 、 一 つ の 操 作 部 材 と 、 こ の 操 作 部 材 を 操 作 す る こ と に よ っ て 左 右 の レ バ ー 部 材 を 中 央
側 に 移 動 さ せ る 連 動 機 構 と を 有 す る 携 帯 機 器 に お い て 、
　 上 記 連 動 機 構 は 、
　 左 右 の レ バ ー 部 材 が ラ ッ ク 部 を 有 し 、 且 つ 、 操 作 部 材 が ラ ッ ク 部 を 有 す る 構 成 で あ り 、
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　 第 １ の 半 径 の ピ ッ チ 円 を 有 し 上 記 の ラ ッ ク 部 に か み 合 う 第 １ の ギ ヤ 部 と 、 該 第 １ の ギ ヤ
部 の 上 側 の 段 に あ り 、 第 １ の 半 径 よ り 長 い 第 ２ の 半 径 の ピ ッ チ 円 を 有 し 、 扇 形 状 で あ る 第
２ の ギ ヤ 部 と を 有 し 、 第 １ の ギ ヤ 部 を 上 記 左 右 の レ バ ー 部 材 の ラ ッ ク 部 と か み 合 わ さ れ て
、 第 ２ の ギ ヤ 部 を 上 記 操 作 部 材 の ラ ッ ク 部 と か み 合 わ さ れ て 、 上 記 蓋 部 材 に 回 動 可 能 に 支
持 さ れ て い る ギ ヤ を 備 え た 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 操 作 部 材 か ら ロ ッ ク レ バ ー へ の 運 動 の 伝 達 は 専 ら ギ ヤ に よ っ て な さ れ て お り 、 運 動 の 伝
達 は 円 滑 で あ り 、 グ リ ス は 塗 布 さ れ て い な い 。 よ っ て 、 グ リ ス の 塗 布 に 起 因 す る 不 都 合 、
例 え ば 、 グ リ ス に ご み が 付 い た こ と が 原 因 で 、 或 い は グ リ ス の 経 年 変 化 に よ っ て 、 操 作 が
重 く な っ て し ま っ た り 、 グ リ ス が 染 み 出 し て 印 刷 用 紙 を 汚 し て し ま っ た り す る 不 都 合 は 起
き な く な る 。 ま た 、 第 １ の ギ ヤ 部 の ピ ッ チ 円 半 径 と 第 ２ の ギ ヤ 部 の ピ ッ チ 円 半 径 と の 比 を
変 え る こ と に よ っ て 、 操 作 部 材 の 操 作 ス ト ロ ー ク を 自 由 に 定 め る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ 、 図 ５ 及 び 図 ６ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に な る 携 帯 型 ラ イ ン サ ー マ ル プ リ ン タ ６ ０ を 示
す 。 図 ７ は プ リ ン タ ６ ０ を 分 解 し て 示 す 。 Ｘ １ － Ｘ ２ は 幅 方 向 、 Ｙ １ － Ｙ ２ は 長 手 方 向 、
Ｚ １ － Ｚ ２ は 高 さ 方 向 で あ る 。 携 帯 型 ラ イ ン サ ー マ ル プ リ ン タ ６ ０ は 、 略 直 方 体 形 状 の ケ
ー シ ン グ ６ １ の 内 部 に 、 サ ー マ ル ヘ ッ ド 等 の プ リ ン ト 機 構 及 び 用 紙 ロ ー ル を 収 容 す る 部 分
の 他 に 、 バ ッ テ リ を 内 蔵 す る 部 分 を 有 す る 構 造 で あ り 、 携 帯 が 可 能 で あ る 大 き さ で あ る 。
プ リ ン タ ６ ０ は ク ラ ム シ ェ ル タ イ プ で あ り 、 用 紙 ロ ー ル の セ ッ ト が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 プ リ ン タ ６ ０ の ケ ー シ ン グ ６ １ は 、 ケ ー シ ン グ 本 体 ６ ２ と 、 バ ッ テ リ 収 納 部 蓋 機 構 ８ ０
と 、 用 紙 ロ ー ル 収 納 部 蓋 機 構 ２ ０ ０ と を 有 す る 。 ケ ー シ ン グ 本 体 ６ ２ は 、 図 ７ に 示 す よ う
に 、 本 体 部 ６ ３ に 側 板 部 ６ ４ が ね じ に よ っ て 固 定 し て あ る 構 造 で あ る 。 各 蓋 機 構 ８ ０ 、 ２
０ ０ の 蓋 部 材 ８ １ 、 ２ ０ １ が 閉 じ て い る 状 態 で 、 ケ ー シ ン グ ６ １ は 略 直 方 体 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ケ ー シ ン グ 本 体 ６ ２ は 、 Ｙ １ 側 に 、 バ ッ テ リ Ｂ を 収 容 す る バ ッ テ リ 収 納 部 ６ ６ を 有 し 、
Ｚ １ 側 に 、 用 紙 ロ ー ル Ｒ を 収 容 す る 用 紙 ロ ー ル 収 納 部 ６ ７ を 有 す る 。 バ ッ テ リ 収 納 部 ６ ６
の 部 分 に 、 蓋 機 構 ８ ０ が 設 け て あ る 。 バ ッ テ リ Ｂ を 交 換 す る と き に 、 蓋 部 材 ８ １ が Ｚ １ －
Ｚ ２ 線 を 中 心 に 回 動 し て 、 図 ４ に 示 す 閉 じ 位 置 と 図 ５ に 示 す 開 き 位 置 と の 間 で 開 閉 さ れ る
。 用 紙 ロ ー ル 収 納 部 ６ ７ の 部 分 に 、 蓋 機 構 ２ ０ ０ が 設 け て あ る 。 用 紙 ロ ー ル を 装 填 す る と
き に 、 蓋 部 材 ２ ０ １ が Ｘ １ － Ｘ ２ 線 上 の 軸 部 材 ２ ０ ２ を 中 心 に 回 動 さ れ て 図 ４ に 示 す 閉 じ
位 置 と 図 ５ に 示 す 開 き 位 置 と の 間 で 開 閉 さ れ る 。 蓋 部 材 ２ ０ １ は ば ね 力 に よ っ て 開 か る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ケ ー シ ン グ 本 体 ６ ２ の 内 部 に は 、 用 紙 送 り モ ー タ ６ ８ 、 プ ラ テ ン ゴ ム ロ ー ラ ６ ９ 、 モ ー
タ ６ ８ の 回 転 を プ ラ テ ン ゴ ム ロ ー ラ ６ ９ に 伝 達 す る ギ ヤ 機 構 ７ ０ 、 制 御 回 路 基 板 ７ １ 等 が
設 け て あ る 。 蓋 部 材 ２ ０ １ に は 、 そ の 先 端 側 に 、 ラ イ ン サ ー マ ル 印 字 ヘ ッ ド ７ ５ が ば ね ７
６ に よ っ て 付 勢 さ れ て 設 け て あ り 、 且 つ 、 上 面 に 、 操 作 ボ タ ン ７ ７ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 プ リ ン タ ６ ０ は 、 バ ッ テ リ Ｂ が 収 納 部 ６ ６ に 装 着 さ れ て 蓋 部 材 ８ １ が 閉 じ ら れ て お り 、
且 つ 、 用 紙 ロ ー ル Ｓ Ｒ が 収 納 部 ６ ７ に 装 着 さ れ 、 用 紙 Ｓ が 引 き 出 さ れ 、 蓋 部 材 ２ ０ １ が 閉
じ ら れ 、 用 紙 Ｓ が 印 字 ヘ ッ ド ７ ５ と プ ラ テ ン ゴ ム ロ ー ラ ６ ９ と に 挟 ま れ た 状 態 と さ れ て 使
用 さ れ る 。 外 部 か ら の 無 線 又 は 赤 外 線 通 信 等 に よ る 命 令 に よ っ て 、 印 字 ヘ ッ ド ７ ５ 及 び モ
ー タ ６ ８ が 駆 動 さ れ 、 用 紙 Ｓ に 印 刷 が な さ れ 、 且 つ 、 用 紙 Ｓ が 矢 印 ７ ８ の 方 向 に 送 り 出 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-272968 A 2006.10.12



　 次 に 、 バ ッ テ リ 収 納 部 蓋 機 構 ８ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ８ は プ リ ン タ ６ ０ の う ち 蓋 機 構 ８ ０ の 部 分 を 分 解 し て 示 す 。 図 ９ は 図 ８ 中 の 回 動 中 心
軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ を 分 解 し て 示 す 。 図 １ ０ は 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ を 支 持 す る 回 動 中
心 軸 モ ジ ュ ー ル 支 持 構 造 部 １ ０ ０ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 蓋 機 構 ８ ０ は 、 蓋 部 材 ８ １ と 、 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ と 、 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル 支
持 構 造 部 １ ０ ０ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 蓋 部 材 ８ １ は 、 略 Ｌ 字 形 を 有 し 、 一 方 側 に 、 フ ッ ク 状 の 軸 受 部 ８ １ ａ と 凸 部 ８ １ ｂ と を
有 し 、 他 方 側 に 、 フ ッ ク 部 ８ １ ｃ を 有 す る 。 ま た 、 蓋 部 材 ８ １ に は 、 ラ ッ チ 部 ８ ２ ａ 付 き
の 操 作 ノ ブ ８ ２ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 Ｕ 字 形 状 の フ レ ー ム 部 材 ９ １ と 、 回
動 中 心 軸 ９ ２ と 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ９ ３ と よ り な る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｕ 字 形 状 の フ レ ー ム 部 材 ９ １ は 、 基 部 ９ １ ａ と 、 基 部 ９ １ ａ の 両 側 か ら 延 び て い る 腕 部
９ １ ｂ ， ９ １ ｃ と 、 基 部 ９ １ ａ の 中 央 の 短 い 柱 部 ９ １ ｄ と 、 各 腕 部 ９ １ ｂ ， ９ １ ｃ の 先 端
の 軸 受 部 ９ １ ｅ ， ９ １ ｆ と を 有 す る 。 こ の 軸 受 部 ９ １ ｅ ， ９ １ ｆ の Ｘ １ － Ｘ ２ 方 向 の 幅 Ｗ
２ は 、 腕 部 ９ １ ｂ ， ９ １ ｃ の 幅 Ｗ １ よ り 広 い 。 こ の 軸 受 部 ９ １ ｅ ， ９ １ ｆ に 、 幅 Ｗ ２ の 方
向 に 長 い 形 状 の 軸 受 孔 ９ １ ｇ ， ９ １ ｈ が 形 成 し て あ る 。 軸 受 孔 ９ １ ｇ ， ９ １ ｈ の 詳 細 に つ
い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 基 部 ９ １ ａ の 両 端 側 に は 、 張 り 出 し 部 ９ １ ａ １ 、 ９ １ ａ ２ が 形 成 し て あ り 、 柱 部 ９ １ ｄ
の 個 所 は 凹 状 と な っ て お り 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ９ ３ が 収 ま り 易 く な っ て い る 。 フ レ ー ム 部 材
９ １ の Ｘ １ 側 の 面 に は 、 張 り 出 し 部 ９ １ ａ １ 、 ９ １ ａ ２ の 個 所 に 円 形 の 突 起 部 ９ １ ｉ ， ９
１ ｊ が 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 回 動 中 心 軸 ９ ２ は 、 そ の 両 端 部 に 、 細 い 軸 部 ９ ２ ａ ， ９ ２ ｂ を 有 す る 。 回 動 中 心 軸 ９ ２
は 、 そ の 端 の 軸 部 ９ ２ ａ ， ９ ２ ｂ を 上 記 の 軸 受 孔 ９ １ ｇ ， ９ １ ｈ に 嵌 合 さ せ て 、 軸 受 部 ９
１ ｅ ， ９ １ ｆ 間 に 横 架 し て あ る 。 回 動 中 心 軸 ９ ２ は 、 軸 受 孔 ９ １ ｇ ， ９ １ ｈ の 範 囲 内 で Ｙ
１ － Ｙ ２ 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 圧 縮 コ イ ル ば ね ９ ３ は 、 柱 部 ９ １ ｄ に 嵌 合 さ せ て 、 張 り 出 し 部 ９ １ ａ １ 、 ９ １ ａ ２ の 間
に 位 置 し て 、 フ レ ー ム 部 材 ９ １ の 内 側 に 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 構 成 の 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ の 回 動 中 心 軸 ９ ２ に 軸 受 部 ８ １ ａ が 嵌 合 し て あ り
、 蓋 部 材 ８ １ が 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ に 取 り 付 け て あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル 支 持 構 造 部 １ ０ ０ は 、 図 １ ０ 及 び 図 ８ 及 び 図 １ １ （ Ａ ） ， （ Ｂ ）
に 示 す よ う に 、 支 持 箱 部 １ ０ １ と 壁 部 ６ ６ ａ と よ り な る ポ ケ ッ ト 構 造 で あ る 。 支 持 箱 部 １
０ １ は 、 側 板 部 ６ ４ と 一 体 的 に 形 成 し て あ り 、 フ レ ー ム 部 材 ９ １ に 対 応 す る 大 き さ で あ り
、 略 箱 形 状 で あ る 。 こ の 支 持 箱 部 １ ０ １ は 、 Ｙ ２ 側 の 支 持 板 部 １ ０ ２ と 、 こ の 支 持 板 部 １
０ ２ の 縁 に 沿 う Ｕ 字 形 状 の 囲 い 部 １ ０ ３ と よ り な り 、 側 板 部 ６ ４ の Ｙ ２ 端 側 の Ｕ 字 形 状 の
切 欠 部 １ ０ ４ の 個 所 に 形 成 し て あ る 。 支 持 箱 部 １ ０ １ の 開 放 さ れ て い る Ｙ １ 側 は 、 側 板 部
６ ４ が 本 体 部 ６ ３ と 組 合 わ さ れ た 状 態 で 、 図 １ １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 本 体 部 ６ ３ の バ ッ
テ リ 収 納 部 ６ ６ の 一 の 壁 部 ６ ６ ａ に よ っ て 覆 わ れ る 。 １ ０ ５ は 受 け 板 部 で あ り 、 支 持 板 部
１ ０ ２ よ り Ｙ １ 方 向 に 突 き 出 て い る 。 切 欠 部 １ ０ ４ の 内 側 で あ っ て 、 受 け 板 部 １ ０ ５ よ り
Ｘ １ 側 の 部 分 に 、 側 板 部 ６ ４ の 表 面 １ ０ ６ よ り 凹 ん だ 凹 み 部 分 １ ０ ７ が 形 成 し て あ る 。 支
持 板 部 １ ０ ２ に は 、 Ｘ １ － Ｘ ２ 方 向 に 長 い ２ つ の ガ イ ド 孔 １ ０ ８ ， １ ０ ９ が 形 成 し て あ る
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。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 体 部 ６ ３ に は 、 バ ッ テ リ 収 納 部 ６ ６ の 入 り 口 の 部 分 に 凹 部 １ １ ０ が 形 成 し て あ
る 。 側 板 部 ６ ４ に は 、 Ｙ １ 方 向 の 端 に 凹 部 １ １ １ が 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 蓋 部 材 ８ １ が 付 い て い る 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ は 、 支 持 箱 部 １ ０ １ 内 に 収 ま っ て 回
動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル 支 持 構 造 部 １ ０ ０ に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 フ レ ー ム 部 材 ９ １ は 支 持 箱 部 １ ０ １ 内 に 収 ま っ て お り 、 突 起 部 ９ １ ｉ ， ９ １ ｊ が 夫 々 ガ
イ ド 孔 １ ０ ８ ， １ ０ ９ に 嵌 合 し て お り 、 支 持 板 部 １ ０ ２ の Ｙ ２ 側 か ら ワ ッ シ ャ １ １ ５ 、 １
１ ６ を 介 在 さ せ て タ ッ プ ね じ １ １ ７ ， １ １ ８ を 突 起 部 ９ １ ｉ ， ９ １ ｊ に ね じ 込 ん で あ る 。
よ っ て 、 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ は 、 支 持 板 部 １ ０ ２ に 支 持 さ れ て お り 、 Ｘ １ 方 向 に 移
動 可 能 で あ る 。 こ こ で 、 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ の Ｙ １ 方 向 の 変 位 は 、 ワ ッ シ ャ １ １ ５
、 １ １ ６ 及 び 支 持 板 部 １ ０ ２ に よ っ て 制 限 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 回 動 中 心 軸 ９ ２ 及 び 軸 受 部 ８ １ ａ は 、 受 け 板 部 １ ０ ５ の 上 側 に 位 置 し て い る 。 圧 縮 コ イ
ル ば ね ９ ３ の 上 端 は 受 け 板 部 １ ０ ５ の 下 面 に 当 っ て お り 、 フ レ ー ム 部 材 ９ １ は Ｘ ２ 方 向 に
付 勢 さ れ て お り 、 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ は ケ ー シ ン グ 本 体 ６ ２ の 内 側 に 引 き 込 ま れ て
い る 。 回 動 中 心 軸 ９ ２ 、 軸 受 部 ８ １ ａ 及 び 軸 受 部 ９ １ ｅ ， ９ １ ｆ は 、 凹 ん だ 部 分 １ ０ ７ に
収 ま っ て お り 、 第 １ の 位 置 Ｐ １ に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ が Ｘ １ 方 向 に 移 動 さ れ る と 、 回 動 中 心 軸 ９ ２ は ケ ー シ ン グ 本
体 ６ ２ か ら 突 き 出 し て 第 ２ の 位 置 Ｐ ２ に 到 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 蓋 部 材 ８ １ の 開 閉 操 作 及 び 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ １ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ） は 蓋 部 材 ８ １ が 閉 じ て い る 状 態 を 示 す 。 蓋 部 材 ８ １ は 側
板 部 ６ ４ と 同 じ 面 に あ る 。 操 作 ノ ブ ８ ２ の ラ ッ チ 部 ８ ２ ａ が 収 納 部 ６ ６ の 内 面 を 係 止 し 、
且 つ 、 フ ッ ク 部 ８ １ ｃ が 凹 部 １ １ ０ に 係 合 し 、 且 つ 、 凸 部 ８ １ ｂ が 凹 部 １ １ １ に 係 合 し て
お り 、 蓋 部 材 ８ １ は 閉 じ た 状 態 に ロ ッ ク さ れ て い る 。 プ リ ン タ ６ ０ を 誤 っ て 床 に 落 と し た
り し て 衝 撃 が 加 わ っ た 場 合 、 Ｙ １ 方 向 の 衝 撃 は ラ ッ チ 部 ８ ２ ａ に よ っ て 受 け 止 め ら れ る 。
Ｘ １ 方 向 の 衝 撃 が 作 用 す る と 、 バ ッ テ リ Ｂ が 収 納 部 ６ ６ か ら 飛 び 出 そ う と し て 蓋 部 材 ８ １
の 内 面 を Ｘ １ 方 向 に 押 し 、 蓋 部 材 ８ １ に は 内 部 か ら 押 し 開 け よ う と す る 力 Ｆ １ ０ が 作 用 す
る 。 こ の 力 Ｆ １ ０ は 、 こ の 力 Ｆ １ ０ の 両 側 の 個 所 で 、 フ ッ ク 部 ８ １ ｃ と 凹 部 １ １ ０ と の 係
合 、 及 び 、 凸 部 ８ １ ｂ と 凹 部 １ １ １ と の 係 合 に よ っ て 受 け 止 め ら れ る 。 よ っ て 、 プ リ ン タ
６ ０ に 衝 撃 が 加 わ っ た 場 合 に も 、 蓋 部 材 ８ １ は 無 用 に 開 か な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で 、 軸 受 部 ９ １ ｅ ， ９ １ ｆ 、 軸 受 部 ８ １ ａ 及 び 回 動 中 心 軸 ９ ２ は 、 凹 み 部 分 １ ０ ７
内 に 収 ま っ て お り ケ ー シ ン グ 本 体 ６ ２ の 側 面 １ ０ ６ か ら 少 し も 突 き 出 し て い な い た め 、 プ
リ ン タ ６ ０ を 誤 っ て 床 に 落 と し た 場 合 に 、 軸 受 部 ９ １ ｅ ， ９ １ ｆ 及 び 軸 受 部 ８ １ ａ が 直 接
に 床 面 に 当 る こ と は 起 き な い 。 よ っ て 、 衝 撃 が 軸 受 部 ９ １ ｅ ， ９ １ ｆ 及 び 軸 受 部 ８ １ ａ に
直 接 に 加 わ る こ と が 避 け ら れ て 、 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ が 破 壊 す る こ と は 防 止 さ れ る
。 ま た 、 ケ ー シ ン グ 本 体 ６ ２ の 側 面 １ ０ ６ か ら の 出 っ 張 り が な い た め 、 プ リ ン タ ６ ０ は 携
帯 用 の ケ ー ス に も 円 滑 に 収 ま り 、 ま た 、 デ ザ イ ン も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 蓋 部 材 ８ １ を 開 く と き に は 、 図 １ １ （ Ａ ） 中 、 矢 印 （ １ ） で 示 す 第 １ の 操 作 、 次 い で 、
矢 印 （ ２ ） で 示 す 第 ２ の 操 作 を 行 っ て ロ ッ ク を 解 除 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ２ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 第 １ の 操 作 及 び 第 ２ の 操 作 が 完 了 し た 後 の 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 第 １ の 操 作 は 、 操 作 ノ ブ ８ ２ を Ｘ １ 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る 操 作 で あ る 。 こ の 操 作 に よ っ
て 、 ラ ッ チ 部 ８ ２ ａ に よ る 収 納 部 ６ ６ の 内 面 に 対 す る 係 止 が 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ２ の 操 作 は 、 蓋 部 材 ８ １ を Ｙ １ 方 向 に 引 く 操 作 で あ る 。 こ の 操 作 に よ っ て 、 フ ッ ク 部
８ １ ｃ が 凹 部 １ １ ０ か ら 抜 け 出 し 、 且 つ 、 凸 部 ８ １ ｂ が 凹 部 １ １ １ か ら 抜 け 出 し 、 係 合 が
解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ の 後 に 蓋 部 材 ８ １ を 回 動 さ せ て 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 蓋 部 材 ８ １ が 開 か れ る 。 蓋 部
材 ８ １ の 開 き 角 度 θ １ ０ は １ ４ ０ 度 程 度 で あ り 、 蓋 部 材 ８ １ の う ち 符 号 ８ １ ｄ で 示 す 軸 受
部 ８ １ ａ に 近 い 部 分 が 側 板 部 ６ ４ の 切 欠 部 １ ０ ４ の 奥 の 縁 部 １ ０ ４ ａ に 当 た っ て い る 。 こ
の 状 態 で 、 バ ッ テ リ Ｂ の 交 換 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 バ ッ テ リ Ｂ を 交 換 し た 後 は 、 上 記 と は 逆 の 順 序 で 操 作 を 行 っ て 、 蓋 部 材 ８ １ は 図 １ １ （
Ａ ） 、 （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ） に 示 す よ う に 閉 じ ら れ て ロ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 記 の 開 く 過 程 で ロ ッ ク を 解 除 す る べ く 蓋 部 材 ８ １ を Ｙ １ 方 向 に 引 く 操 作 を 行 っ た と き
に 、 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ に 作 用 す る Ｙ １ 方 向 の 力 は 、 ワ ッ シ ャ １ １ ５ 、 １ １ ６ を 介
し て 支 持 板 部 １ ０ ２ に よ っ て 受 け 止 め ら れ 、 バ ッ テ リ 収 納 部 ６ ６ の 壁 部 ６ ６ ａ に は 力 が 作
用 せ ず 、 繰 り 返 し て 操 作 し て い る う ち に 壁 部 ６ ６ ａ を 傷 め て 破 損 さ せ る と い う 不 都 合 が 避
け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 蓋 部 材 ８ １ が 図 １ ３ に 示 す よ う に 開 い て お り 、 バ ッ テ リ の 交 換 を 行 っ て い る 途 中
で プ リ ン タ ６ ０ を 何 か に ぶ つ け た り し て 、 蓋 部 材 ８ １ に そ れ 以 上 に 開 け よ う と す る 力 Ｆ １
が 強 く 作 用 し た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ ３ 中 、 力 Ｆ １ が 作 用 す る と 、 蓋 部 材 ８ １ は 縁 部 １ ０ ４ ａ を 支 点 と し て 反 時 計 方 向 に
回 動 し よ う す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 蓋 部 材 ８ １ が 反 時 計 方 向 に 回 動 す る と 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９
０ が Ｘ １ 方 向 に 引 か れ て 、 Ｘ １ 方 向 に 移 動 さ れ る 。 回 動 中 心 軸 ９ ２ は 、 凹 ん だ 部 分 １ ０ ７
か ら 出 て ケ ー シ ン グ 本 体 ６ ２ の 側 面 か ら 突 き 出 し 、 第 ２ の 位 置 Ｐ ２ に 到 る 。 回 動 中 心 軸 ９
２ が Ｘ １ 方 向 に 移 動 さ れ る こ れ に よ っ て 、 蓋 部 材 ８ １ の 軸 受 部 ８ １ ｃ に 強 い 力 は 作 用 せ ず
、 軸 受 部 ８ １ ｃ が Ｘ １ 方 向 に 移 動 回 動 中 心 軸 ９ ２ か ら 外 れ た り 、 軸 受 部 ８ １ ｃ が 破 損 し た
り す る こ と が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 蓋 部 材 ８ １ は ケ ー シ ン グ 本 体 ６ ２ の 側 面 １ ０ ６ に 当 る 状 態 ま で 過 剰 に 開 か れ る 。 こ の 状
態 と な る と 、 力 Ｆ １ は ケ ー シ ン グ 本 体 ６ ２ の 側 面 １ ０ ６ に よ っ て 受 け 止 め ら れ 、 蓋 部 材 ８
１ は そ れ 以 上 は 回 動 し な く な っ て 、 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ の 個 所 に 力 が 作 用 し な く な
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 蓋 部 材 ８ １ を 押 し て い る 手 を 離 し た り し て 、 図 １ ４ に 示 す 状 態 で 力 Ｆ １ が 作 用 し な く な
る と 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ９ ３ の ば ね 力 に よ っ て 、 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル ９ ０ が Ｘ ２ 方 向 に 移
動 さ れ て 回 動 中 心 軸 ９ ２ が 凹 み 部 分 １ ０ ７ 内 に 引 き 込 ま れ て こ こ に 収 容 さ れ て 第 １ の 位 置
Ｐ １ に 戻 さ れ 、 蓋 部 材 ８ １ は 閉 じ る 方 向 に 回 動 さ れ 、 自 動 的 に 、 図 １ ３ に 示 す 状 態 と さ れ
る 。 よ っ て 、 回 動 中 心 軸 ９ ２ を 凹 み 部 分 １ ０ ７ 内 に 戻 す 操 作 は 不 要 と な り 、 使 い 勝 手 が よ
い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 上 記 の よ う に 回 動 中 心 軸 ９ ２ が Ｘ １ 方 向 に 移 動 さ れ る 構 成 は 、 回 動 中 心 軸 ９ ２ が
蓋 部 材 ８ １ と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 場 合 で あ っ て も 実 現 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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　 次 に 、 図 １ ５ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） を 参 照 し て 、 軸 受 孔 ９ １ ｇ ， ９ １ ｈ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 軸 受 孔 ９ １ ｈ は 、 Ｙ １ 側 の 第 １ の 円 形 孔 ９ １ ｈ １ と 、 Ｙ ２ 側 の 第 ２ の 円 形 孔 ９ １ ｈ ２ と
、 こ の 間 の く び れ 部 ９ １ ｈ ３ と よ り な り 、 Ｙ １ － Ｙ ２ 方 向 に 長 い 瓢 箪 形 状 で あ る 。 軸 受 孔
９ １ ｇ も 、 同 じ く 、 Ｙ １ 側 の 第 １ の 円 形 孔 ９ １ ｇ １ と 、 Ｙ ２ 側 の 第 ２ の 円 形 孔 ９ １ ｇ ２ と
、 こ の 間 の く び れ 部 ９ １ ｇ ３ と よ り な る 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ５ （ Ａ ） の 状 態 で は 、 回 動 中 心 軸 ９ ２ は 、 そ の 軸 部 ９ ２ ｂ を 第 １ の 円 形 孔 ９ １ ｈ １
に 、 軸 部 ９ ２ ａ を 第 １ の 円 形 孔 ９ １ ｇ １ に 夫 々 嵌 合 さ れ て 支 持 さ れ て お り 、 Ｙ １ 側 の 位 置
Ｑ １ に 位 置 し て い る 。 蓋 部 材 ８ １ が 開 い て い る と き の 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 蓋 部 材 ８ １ を 回 動 さ せ て 閉 じ 、 最 後 に 蓋 部 材 ８ １ を Ｙ ２ 方 向 に 移 動 さ せ て 、 フ ッ ク 部 ８
１ ｃ を 凹 部 １ １ ０ に 係 合 さ せ 、 凸 部 ８ １ ｂ を 凹 部 １ １ １ に 係 合 さ せ て ロ ッ ク さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 蓋 部 材 ８ １ を Ｙ ２ 方 向 に 移 動 さ せ る と き に 、 軸 部 ９ ２ ｂ 、 ９ ２ ａ は 夫 々 く び れ 部 ９ １ ｈ
３ 、 ９ １ ｇ ３ を 強 制 的 に 通 り 抜 け て 、 第 ２ の 円 形 孔 ９ １ ｈ ２ 、 ９ １ ｇ ２ に 到 り 、 こ の 位 置
Ｑ ２ に ク リ ッ ク 的 に ロ ッ ク さ れ る 。 よ っ て 、 ク リ ッ ク 感 が え ら れ 、 操 作 者 は 、 蓋 部 材 ８ １
が Ｙ ２ 方 向 に 移 動 さ れ た こ と を 確 認 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 用 紙 ロ ー ル 収 納 部 蓋 機 構 ２ ０ ０ に つ い て 、 図 ４ 及 び 図 １ ６ （ Ａ ） 乃 至 （ Ｄ ） を 参
照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 蓋 部 材 ２ ０ １ の 上 面 に は 、 図 １ ６ （ Ｄ ） に 示 す 操 作 ノ ブ ２ ０ ５ が 設 け て あ る 。 蓋 部 材 ２
０ １ の 下 面 に は 、 図 １ ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 同 一 部 材 で あ る 左 右 の ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ ６
、 ２ ０ ７ と 、 二 段 ギ ヤ ２ ０ ８ と が 組 み 込 ん で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 二 段 ギ ヤ ２ ０ ８ は 、 図 １ ６ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の ギ ヤ 部 ２ ０ ８ ａ と 第 ２
の ギ ヤ 部 ２ ０ ８ ｂ と を 一 体 に 有 す る 構 成 で あ り 、 蓋 部 材 ２ ０ １ 上 の 軸 部 ２ ０ ９ に 支 持 さ れ
て い る 。 第 １ の ギ ヤ 部 ２ ０ ８ ａ の ピ ッ チ 円 ２ ２ １ は 半 径 が ｒ １ で あ る 。 第 ２ の ギ ヤ 部 ２ ０
８ ｂ の ピ ッ チ 円 ２ ２ ２ は 、 半 径 ｒ １ よ り 長 い 半 径 ｒ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ ６ の ラ ッ ク ２ ０ ６ ａ 及 び ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ ７ の ラ ッ ク ２ ０ ７ ａ が 第 １
の ギ ヤ 部 ２ ０ ８ ａ に か み 合 っ て い る 。 ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ ６ は 、 ば ね ２ １ ０ に よ っ て Ｘ ２ 方
向 に ピ ン ２ １ １ に 当 る 位 置 ま で 移 動 さ れ て お り 、 先 端 部 ２ ０ ６ ａ が 凹 部 ２ １ ２ に 嵌 合 し て
い る 。 ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ ７ は 、 ば ね ２ １ ３ に よ っ て Ｘ ２ 方 向 に ピ ン ２ １ ４ に 当 る 位 置 ま で
移 動 さ れ て お り 、 先 端 部 ２ ０ ７ ａ が 凹 部 ２ １ ４ に 嵌 合 し て い る 。 よ っ て 、 蓋 部 材 ２ ０ １ は
閉 じ た 状 態 に ロ ッ ク さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 操 作 ノ ブ ２ ０ ５ の 下 面 の ラ ッ ク 部 ２ ０ ５ ａ が 、 第 ２ の ギ ヤ 部 ２ ０ ８ ｂ と か み 合 っ て い る
。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 操 作 ノ ブ ２ ０ ５ を Ｙ ２ 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る と 、 二 段 ギ ヤ ２ ０ ８ が 回 動 さ れ 、 ロ ッ ク レ
バ ー ２ ０ ６ ， ２ ０ ７ が 互 い に 近 づ く よ う に 連 動 し て 動 か さ れ て 凹 部 ２ １ ２ ， ２ １ ５ か ら 抜
け 出 し て 、 蓋 部 材 ２ ０ １ の ロ ッ ク が 解 除 さ れ 、 蓋 部 材 ２ ０ １ が 図 ５ に 示 す よ う に 開 か れ る
。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 操 作 ノ ブ ２ ０ ５ か ら ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ ６ ， ２ ０ ７ へ の 運 動 の 伝 達 は 専 ら ギ ヤ に よ っ て な
さ れ て お り 、 運 動 の 伝 達 は 円 滑 で あ り 、 グ リ ス は 塗 布 さ れ て い な い 。 よ っ て 、 グ リ ス の 塗
布 に 起 因 す る 不 都 合 、 例 え ば 、 グ リ ス に ご み が 付 い た こ と が 原 因 で 、 或 い は グ リ ス の 経 年
変 化 に よ っ て 、 操 作 が 重 く な っ て し ま っ た り 、 グ リ ス が 染 み 出 し て 印 刷 用 紙 を 汚 し て し ま
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っ た り す る 不 都 合 は 起 き な い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 第 １ の ギ ヤ 部 ２ ０ ８ ａ の ピ ッ チ 円 半 径 ｒ １ と 第 ２ の ギ ヤ 部 ２ ０ ８ ｂ の ピ ッ チ 円 半
径 ｒ ２ と の 比 率 を 変 え る こ と に よ っ て 、 操 作 ノ ブ ２ ０ ５ の ロ ッ ク 解 除 ま で の ス ト ロ ー ク が
自 由 に 定 め る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 な お 、 上 記 の 蓋 機 構 ８ ０ ， ２ ０ ０ は 、 携 帯 型 サ ー マ ル プ リ ン タ に 限 ら ず 、 Ｐ Ｄ Ａ (perso
nal digital assistants)、 デ ジ タ ル カ メ ラ 、 ビ デ オ カ メ ラ 、 携 帯 電 話 機 等 に も 適 用 が 可
能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 １ 】 従 来 の 蓋 機 構 の １ 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 蓋 機 構 の 別 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 蓋 機 構 の 更 に 別 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に な る 携 帯 型 サ ー マ ル プ リ ン タ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 携 帯 型 サ ー マ ル プ リ ン タ の 蓋 部 材 を 開 い た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の 携 帯 型 サ ー マ ル プ リ ン タ の 内 部 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ４ の 携 帯 型 サ ー マ ル プ リ ン タ を 分 解 し て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 バ ッ テ リ 収 納 部 蓋 機 構 を 分 解 し て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ 中 、 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル を 分 解 し て 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル 支 持 構 造 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 蓋 部 材 が 閉 じ て い る と き の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 蓋 部 材 の ロ ッ ク が 解 除 さ れ た と き の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 蓋 部 材 が 通 常 に 開 か れ た と き の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 蓋 部 材 が 過 剰 に 開 か れ た と き の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル の 回 動 中 心 軸 を 支 持 す る 部 分 を 拡 大 し て 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 用 紙 ロ ー ル 収 納 部 蓋 機 構 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
Ｂ 　 バ ッ テ リ
Ｓ Ｒ 　 用 紙 ロ ー ル
６ ０ 　 携 帯 型 ラ イ ン サ ー マ ル プ リ ン タ
６ １ 　 ケ ー シ ン グ
６ ２ 　 ケ ー シ ン グ 本 体
６ ３ 　 本 体 部
６ ４ 　 側 板 部
６ ６ 　 バ ッ テ リ 収 納 部
６ ９ 　 プ ラ テ ン ゴ ム ロ ー ラ
７ ５ 　 ラ イ ン サ ー マ ル 印 字 ヘ ッ ド
８ ０ 　 バ ッ テ リ 収 納 部 蓋 機 構
８ １ 　 蓋 部 材
８ １ ａ 　 軸 受 部
９ ０ 　 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル
９ １ 　 Ｕ 字 形 状 の フ レ ー ム 部 材
９ １ ｇ ， ９ １ ｈ 　 軸 受 孔
９ １ ｇ １ 、 ９ １ ｈ １ 　 第 １ の 円 形 孔
９ １ ｇ ２ 、 ９ １ ｈ ２ 　 第 ２ の 円 形 孔
９ １ ｇ ３ 、 ９ １ ｈ ３ 　 く び れ 部
９ １ ｉ ， ９ １ ｊ 　 突 起 部
９ ２ 　 回 動 中 心 軸
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９ ３ 　 圧 縮 コ イ ル ば ね
１ ０ ０ 　 回 動 中 心 軸 モ ジ ュ ー ル 支 持 構 造 部
１ ０ １ 　 支 持 箱 部
１ ０ ２ 　 支 持 板 部
１ ０ ４ 　 切 欠 部
１ ０ ５ 　 受 け 板 部
１ ０ ７ 　 凹 み 部 分
１ ０ ８ ， １ ０ ９ 　 ガ イ ド 孔
１ １ ５ 、 １ １ ６ 　 ワ ッ シ ャ
１ １ ７ ， １ １ ８ 　 タ ッ プ ね じ
２ ０ ０ 　 用 紙 ロ ー ル 収 納 部 蓋 機 構
２ ０ １ 　 蓋 部 材
２ ０ ５ 　 操 作 ノ ブ
２ ０ ６ 、 ２ ０ ７ 　 ロ ッ ク レ バ ー
２ ０ ８ 　 二 段 ギ ヤ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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